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事業の概要 

社 名 株式会社 関西スーパーマーケット 

代 表 代表取締役社長  福谷 耕治 

本 店 〒664-0851 伊丹市中央 5丁目 3番 38号 

電話 TEL 072-772-0341    FAX 072-772-1713 

設 立 昭和 34年 7月 

創 業 昭和 34年 12月 

資本金 98億 6,293万円 

従業員数 ＜社員＞1,149名  ＜パート他＞4,564名 

営業収益 1,245億円（2022年 3月期） 

事業所 ・スーパーマーケット 64事業所 ・ショッピングデパート 1事業所 

子会社・関連会社 ・株式会社 ＫＳＰ  ・株式会社スーパーナショナル 
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■環境方針 

関西スーパーマーケットは、地域密着型スーパーマーケットとして、お客様に安全、 

安心な商品を提供するとともに、地球環境保全のため循環型社会の実現を目指します。 

・ エコマーク商品等の環境にやさしい商品の販売と、情報提供に積極的に取り組みます。 

・ 無包装、簡易包装等の環境負荷の低い包装での販売に努めます。 

・ お客様とともに容器包装の店頭回収に取り組みます。 

・ 受発注管理の計画と実施方法の向上、消費・賞味期限の徹底管理、仕入れや販売方法

の改善により売れ残りを削減します。 

・ 廃棄物の削減、野菜クズ、廃油等のリユース・リサイクルに取り組みます。 

・ 省エネルギー、省資源に取り組み、環境に配慮した店舗づくりを行います。 

・ 環境マネジメントシステムを定期的に見直し、継続的に改善を進めます。 

・ 食品リサイクルおよび環境関連の法規制ならびに当社が受け入れを決めたその他の要

求事項を遵守します。 

・ 食品リサイクルおよび環境問題は、全従業員が取り組む課題と心得、一人一人が自らの

役割を自覚し、自発的に行動できるようにします。 

・ この食品リサイクル・環境方針を全従業員並びに業務委託先に周知徹底するとともに広

く公開し、取り組みの輪を広げていきます。 

 

 

 

 

 

 

平成 26年 10月 1日 改訂 

株式会社関西スーパーマーケット 

代表取締役社長 福谷 耕治 
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■エコアクション 21 役割と責任 

担当者 役割・責任及び権限 

代表者 

（代表取締役社長） 

1、 環境方針の策定 

2、 営業資源の準備 

3、 代表者による全体の評価と見直し 

4、 環境レポートの承認 

5、 環境目標及び環境活動計画の承認 

環境管理責任者 

（総務グループマネジャー） 

1、 EA-21システム構築 

2、 目標及び環境活動計画の策定 

3、 環境活動レポートの作成 

4、 EA-21に関する実績把握と報告 

5、 EA-21環境経営マニュアルの作成 

エコアクション 21事務局 

（総務チーム） 

1、 ＥA-21責任者の補佐作業 

2、 環境関連法規の取りまとめ及び遵守状況確認 

3、 環境への負荷及び取り組みへの自己チェック実施 

4、 教育、訓練計画の策定と実施 

5、 環境文書及び記録の作成･管理 

6、 その他 EA-21に関する業務 

各本部長 1、 各本部の推進責任者 

2、 各本部の環境活動、環境目標を達成する為の指揮指導 

3、 環境管理責任者からの報告を各店舗へ通知と徹底 

各店店長 1、 各店舗の推進責任者 

2、 各店の環境活動、環境目標を達成する為の指揮指導 

3、 各本部長へ環境負荷データ等の各種報告 

・KSP/神戸ｾﾝﾄﾗﾙｷｯﾁﾝ  

部長 

1、 センターの推進責任者 

2、 センターの環境活動、環境目標を達成する為の指揮指導 

3、 環境管理責任者/事務局へ環境負荷データ等の各種報告 

・KSP/ﾀﾞｲｿｰ立花駅前店 

店長 

1、 店舗の推進責任者 

2、 店の環境活動、環境目標を達成する為の指揮指導 

3、 環境管理責任者/事務局へ環境負荷データ等の各種報告 

内部監査チーム 

(社内監査グループ) 

1、 環境マネジメントシステムがガイドラインの要求事項及び、組織が定めた

ルールに適合しているかの確認 

2、 環境目標が達成状況と、環境活動計画が適切に実施されているか確認 

環境管理委員会 1、 店舗の環境活動計画の立案及び推進 

2、 店舗の取り組み状況の把握及び環境管理責任者への報告 

3、 管理委員会を決算期の年２回(９月、３月)に開催 

      

EA-21認証登録範囲 本社および全店舗 64 店 ・ ㈱KSP/神戸セントラルキッチン      

㈱KSP/ﾀﾞｲｿｰ立花駅前店  全 66事業所 

環境管理責任者 総務グループ マネジャー   山口 潤一郎 

エコアクション 21事務局 総務グループ 総務チーム   



 3 

■環境目標の担当部署及び責任者 

目標項目 担当部署 責任者 

紙ごみの分別排出 本社 総務グループ 

店舗 

総務グループ マネジャー 

店長 

プラスチック類の分別排出 本社 総務グループ 

店舗 

総務グループ マネジャー 

店長 

発泡スチロールのリサイクル 本社 総務グループ 

店舗 

総務グループ マネジャー 

店長 

食品リサイクルの推進 本社 総務グループ 

店舗 

総務グループ マネジャー 

店長 

レジ袋の削減 本社 総務グループ 

店舗 

総務グループ マネジャー 

店長 

不要蛍光灯の消灯の徹底 本社 総務グループ 

店舗 

総務グループ マネジャー 

店長 

水使用量の削減 本社 総務グループ 

店舗 

総務グループ マネジャー 

店長 

パソコンを使わない時のモニター

画面の消灯 

本社 総務グループ 

店舗 

総務グループ マネジャー 

店長 

 

店舗責任者項目 

役職 担  当 所 轄 

 

 

店長 

① 食品衛生責任者 保健所 

② 廃棄物管理責任者 市役所 

③ 環境推進担当者 市役所 

④ 防火管理者 消防署 

⑤ 酒類販売管理者 税務署 

 

株式会社 関西スーパーマーケット 環境組織図 

 

                   代表取締役社長  

 

環境管理責任者 

EA21 事務局 

内部監査室   環境管理委員会 

 
営業戦略室           経営企画室    経営企画ﾁｰﾑ 

                                  広報秘書ﾁｰﾑ 

 

管理本部      商品本部          店舗運営本部 

営業店 64 店 
KSP/赤松台センター/ﾀﾞｲｿｰ立花駅前店 
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■更新店舗、開店年月日(リニューアル含む)、売場面積及び責任者 【2021 年 3 月現在】 

店舗名 開店年月日 売場面（㎡） 責任者 

神戸市  兵庫店 昭和 48年 4月 17日 1,070 店長 

神戸市  青木店 昭和 52年 4月 26日 943 店長 

神戸市  レアール店 昭和 63年 12月 1日 1,159 店長 

神戸市  大開店 平成 6年 10月 7日 1,755 店長 

神戸市  琵琶店 平成 12年 5月 12日 1,483 店長 

神戸市  八多店 平成 15年 11月 7日 1,690 店長 

神戸市  セルバ店 平成 15年 11月 22日 1,648 店長 

神戸市  名谷店 平成 16年 7月 15日 1,396 店長 

神戸市  HAT神戸店 平成 17年 10月 26日 1,549 店長 

神戸市  舞多聞店 平成 18年 7月 25日 1,516 店長 

伊丹市  駅前店（ISD） 昭和 46年 4月 28日 1,121 店長 

伊丹市  鴻池店 昭和 43年 12月 5日 1,463 店長 

伊丹市  稲野店 昭和 56年７月 1日 1,045 店長 

伊丹市  アリオ店 昭和 63年 11月 23日 1,131 店長 

西宮市  広田店 昭和 51年 7月 10日 1,293 店長 

西宮市  苦楽園店 昭和 61年 11月 11日 1,000 店長 

西宮市  浜松原店 平成 11年 10月 2日 1,555 店長 

西宮市  大社店 平成 12年 10月 24日 1,527 店長 

尼崎市  フェスタ立花店 平成 12年 4月 21日 1,815 店長 

尼崎市  出屋敷店 平成 20年 4月 26日 1,142 店長 

大阪市  福島店 昭和 54年 7月 5日 1,203 店長 

大阪市  南堀江店 平成 8年 3月 29日 988 店長 

大阪市  市岡店 平成 9年 11月 13日 1,749 店長 

大阪市  大和田店 平成 6年 9月 9日 1,742 店長 

大阪市  瑞光店 平成 11年 2月 1日 1,733 店長 

大阪市  南江口店 平成 9年 2月 1日 1,400 店長 

大阪市  内代店 平成 4年 10月 1日 1,400 店長 

大阪市  古市店 平成 8年 11月 1日 1,164 店長 

大阪市  今福店 平成 20年 12月 9日 1,419 店長 

大阪市  ﾍﾞﾙﾀ店 昭和 62年 9月 12日 2,104 店長 

大阪市  住之江店 昭和 37年 4月 5日 853 店長 

大阪市  長居店 昭和 53年 6月 17日 1,278 店長 

富田林市  金剛店 平成 3年 4月 6日 1,300 店長 

河内長野市  河内長野店 平成 10年 11月 13日 1,650 店長 

八尾市  旭ヶ丘店 平成 5年 6月 25日 1,350 店長 

東大阪市  日下店 平成 5年 8月 20日 1,302 店長 

交野市  倉治店 平成 21年 6月 30日 1,490 店長 
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店舗名 開店年月日 売場面（㎡） 責任者 

茨木市  三島丘店 昭和 54年 11月 23日 1,186 店長 

箕面市  小野原店 昭和 61年 6月 1日 988 店長 

吹田市  佐井寺店 平成 7年 10月 20日 1,607 店長 

豊中市  豊中南店 平成 2年 11月 21日 1,492 店長 

東大阪市 永和店 平成 22年 3月 16日 1,443 店長 

堺市   萬崎菱木店 平成 22年 4月 22日 1,869 店長 

大阪市  善源寺店 平成 22年 5月 20日 998 店長 

枚方市  牧野店 平成 24年 5月 21日 1,452 店長 

大阪市  ベルファ都島店 平成 25年 3月 1日 1,476 店長 

堺市   しんかな店 平成 25年 9月 19日 1,651 店長 

高槻市  宮田店 平成 25年 11月 14日 1,714 店長 

門真市  京阪大和田店 平成 26年 3月 20日 1,950 店長 

高石市  高石駅前店 平成 26年 4月 14日 1,995 店長 

川西市  久代店 平成 26年 8月 26日 993 店長 

伊丹市  中央店 平成 28年 8月 9日 1,539 店長 

関西ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ 本社 平成 28年 8月 4日 - 総務 GM 

伊丹市  荒牧店 平成 29年 2月 1日 1,645 店長 

伊丹市  桜台店 平成 29年 3月 1日 1,368 店長 

交野市  河内磐船店 平成 29年 7月 20日 1,648 店長 

奈良市  奈良三条店 平成 29年 10月 25日 1,734 店長 

吹田市  江坂店 平成 30年 3月 1日 1,400 店長 

西宮市  鳴尾店 平成 30年 5月 1日 1,398 店長 

大阪市  蒲生店 平成 30年 8月 1日 1,624 店長 

高槻市  西冠店 平成 30年 11月 1日 1,747 店長 

川西市  川西店 平成 31年 4月 1日 999 店長 

高槻市  高槻店 令和元年 10月 15日 1,486 店長 

守口市  西郷店 令和元年 11月 18日 1,458 店長 

富田林市 富田林駅前店 令和２年１１月１３日 1,417 店長 

    

 

 

【売上高と従業員数】（2022年 3月末日） 

 2019年度 2020年度 2021年度 

期間 2019 年 4月 1日～ 

2020 年 3月 31日 

2020年 4月 1日～ 

2021年 3月 31日 

2021年 4月 1日～ 

2022年 3月 31日 

売上高（単位百万円） 121,966 126,671 124,509 

総従業員数（期末現在） 3,981名 3,997名 5,713名 
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■環境目標と主要な環境活動計画 

1.廃棄物の削減（食品リサイクル）『2018年度基準値の-0.03ｔ/百万円』 

（1）売場の売れ残り商品（＝廃棄商品）削減に取り組んでいます。 

（2）調理技術の向上による歩留りアップで廃棄の削減（魚・肉）を行います。 

受発注管理の向上 消費期限の短い惣菜・海産・精肉・軟弱野菜において来店客数

や天候・販売価格より販売数量を予想し、精度の高い売場管理を

めざします。 

消費・賞味期限の徹底管理 当社の販売期限をもとに、定期的に日付管理を実施しています。 

売り切りの徹底 商品の廃棄を極力なくすため、売り切り商品は販売価格を下げて

売り切ります。 

2.省エネルギー、省資源の推進 『2018 年度基準値の-1％等』 

社会的責任（CSR）の一環として地球温暖化の原因である温室効果ガスの排出削減を図ることを目的に

「省エネルギー運動」に取り組みます。 

 

3.リサイクルの推進  

（1）「家庭ごみの削減」「必要な量だけ買える」というお客様の声を反映しながら省トレー化、「ノートレー」

運動をすすめています。 

（2）店舗の段ボールごみ削減のために、物流センターで何度も繰り返し使用できる通い箱の使用品目を

増やしています。 

（3）本社では、紙ごみ削減の為、社内回覧は電子メールを活用し、プリントアウトを抑制し紙の使用枚数を

減らしています。 

（4）廃棄物の保管場所を整理整頓し、保管方法を明確にします。 

（5）店舗から排出される可燃ごみ等のうち、「雑多な紙類」は分別し焼却せずにリサイクルする取り組みを

行います。 

 

4.レジ袋の削減 『2019年度基準値の＋2％』 

レジ袋有料化実施となりました。 インセンティブは無くなりますが、マイバック、マイバスケットの販売を進

めてまいります。 

 

5.環境配慮型商品の取扱い拡充 

「環境にやさしい」をキーワードに再生利用や省資源化など環境配慮型商品の取扱い拡充にます          
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■環境活動取組み結果の評価 

1.廃棄物の削減（食品リサイクル） 

当社は改正食品リサイクル法で義務付けられた数値達成に向けて取り組んでいます。 

現在は、魚のあら、廃食用油ならびに牛脂・豚脂の完全リサイクルを実施です。食品リサイクル率を更にア

ップするために野菜クズなどの食品リサイクルの取組みを平成 22年度 11月より開始し、平成 23年４月に

農林水産省・環境省から食品リサイクルループの認定をされました。現在１店舗のみですが、今後、順位

店舗拡大しリサイクル推進につなげます。 

また、2018年 8月に神戸に子会社である「㈱KSP神戸セントラルキッチン」を稼動させ、加工野菜、寿司、

惣菜などの製造をセンター一括にて行い、店舗での製造作業を軽減し、廃棄物を減量いたします。 

 

2.省エネルギー、省資源の推進 

各事業所での省エネルギー運動結果 

 2019 年度 前年比 2020 年度 前年比 2021 年度 前年比 

電気使用量 ｋｗｈ 91,326,070 98.9％ 91,134,429 99.8％ 89,711,263 98.4％ 

ガス使用量 ㎥ 157,738 97.3％ 152,102 96.4％ 140,607 92.4％ 

水道使用量 ㎥ 413,600  91.9％ 437,793 105.8％ 416,998 95.2％ 

全体的に削減方向にあります、各店舗の電気使用量は開発グループによる、使用量の発信等により、

無駄な電気の使用を削減する取り組みも啓発が進み各人の意識も高まっています。 

 

3.リサイクルの推進 

（1）店頭回収品の状況   

（2）古紙回収ポイントシステム｢ecoひろば｣の設置   

（3）リサイクル回収協力｢はっぴぃエコプラザ｣の協力   

佐井寺店（吹田市）桜台店（伊丹市）、鴻池店（伊丹市）の 3店舗で実施していますが、コロナ対応に

て現在は休止しています。 

（４）店舗排出物分別強化   

排出物で非常に大きな割合を占める｢古紙（段ボール・書類・雑誌・雑紙等）｣の一律管理をアウトソーシ

ングし、一括管理を行なっています。 

4.レジ袋の削減   

レジ袋は有料化となりました。マイバック（バスケット）利用の推進を引き続き行います。 

※レジ袋辞退の際の２円引きキャッシュバックの取組みは 2020年 6月をもって全店中止となりました。 

5.環境配慮型商品の取扱い拡充   
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■エコアクション 21の取りまとめ ※2021年度の結果 

主な取組み 目標 達成手段（取り組み内容） 成果（結果） 

 

 

廃

棄

物

の

削

減 

食品

廃棄

物 

発生抑制目標値 

（0.020ｔ/百万円）の

-0.03ｔ/百万円 

0.017ｔ/百万円 

１）発注の精度アップ（天候、行事の予測強化

などで販売量予測精度向上） 

２）売切りの徹底 値引き時期の精度向上 

 

2021年度 （店舗数 64店舗） 

・2334t/124,509百万円 

⇒0.0187ｔ/百万円 

×未達成 

食
品
リ
サ
イ
ク
ル 

再生利用等の実施

率/2021 年度目標

率･･･59.2％ 

 

業種別発生抑制 

目標値 

44.9ｋｇ/百万円 

●食品リサイクルループの認定取得（八多

店） 

●魚あら・廃食用油・牛脂のリサイクル 

●野菜クズなどの食品廃棄物リサイクル 

2021年度 （店舗数 64店舗）   

・発生抑制量･･･1747ｔ 

・再生利用量･･･670ｔ 

・発生量･･･2334t 

⇒再生利用等の実施率･･･59.2% 

○達成 

食品廃棄物発生原単位 

・18.73ｋｇ/百万円 

食 

品 

外 

目標値なし 

取組みの維持管理 

●古紙のリサイクル品目の拡大 

●店頭リサイクル回収箱の設置 

ペットボトル・牛乳パック・食品トレー・アルミ

缶・ペットボトルキャップ 

●古紙回収ポイントシステムの導入 

2021年度/店頭リサイクル回収 

・食品トレー・・・305ｔ 

・ペットボトル・・・341ｔ 

・牛乳パック・・・132ｔ 

・アルミ缶・・・114ｔ 

・ペットボトルキャップ・・・38ｔ 

レジ袋の 

削減 

辞退率 76％ ●お買上げ金額から２円値引きキャッシュバ

ック 

●毎月５日ノーレジ袋の日とする 

2021年３月現在レジ袋辞退率 

⇒82.4％ 

○達成 

 

 

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

・

省

資

源

の

取

組

み 

電力 

 

2018年度基準値 

772kWh /百万円の

-30kWh /百万円 

（742kWh/百万円） 

●省エネルギー店舗の設計 

●オール電化店舗の導入 

●太陽光発電・屋上緑化・風力発電の導入 

●省エネルギー照明へ交換 

●店舗に省電力の冷却設備を導入 

●無駄な電力消費の削減運動（全社） 

●見えタローの導入 

2021年度 

・89,711,263kWh/124,509百万円 

⇒720,520kWh /百万円 

○達成 

水 2018 年度基準値

3.76 m3 /百万円の

-0.3m3/百万円 

（3.46m3/百万円）    

●節水の取組み（全店） 

 

2021年度 

･416,998㎥/124,509百万円 

⇒3.34 m3/百万円 

○達成 

ガス 2018年度基準値 

1.35m3/百万円 

の-0.15 m3/百万円         

（1.20m3/百万円）          

●ガス使用を控える（食堂･ガス給湯器） 

 

2021年度 

･140,607㎥/124,509百万円 

⇒1.12m3/百万円 

○達成 

ガソ 

リン 

前年比 3％削減 ●エコドライブの推奨(社用車) 

●省エネ車両の導入 

 

2020年度･･･61,609Ｌ（46台） 

2021年度･･･60,808Ｌ（46台） 

前年比･･･98.7％ 

×未達成 

 二酸

化炭

素 

2018 年度基準値の

-0.012％ 
（ 0.372t-CO2/ 百 万

円） 

 2021年度・・・37,936,944kg-CO2 

37,936,944kg -CO2/124,509 百万円 

0.305 t-CO2/百万円   

〇達成 

環境型配

慮商品の取

扱い拡充 

 ●再生商品の販売（トイレットペーパー等） 

●省資源商品の販売（詰替え商品等） 

●非塩ビラップの販売 

総合データとしては数値的に把握してい

ない 
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■ 2019～2021年度 環境目標（中長期）  

項目 目標基準値 (2018年度実績) 2019年度 2020年度    
2021年度 

（今回該当年度） 

廃 

棄 

物 

削 

減 

食品廃棄物  

（発生量/売上高）      

2384.8t/119,538 百万円 

0.020ｔ/百万円 

0.019 

ｔ/百万円 

0.018 

ｔ/百万円 

0.017 

ｔ/百万円 

食品リ法が規定する

基準値 
56.2% (2018年度目標) 57.2％ 58.2％ 59.2％ 

レジ袋辞退率 74.1％(2019年度実績) 50％ ※1 75％ ※1 76％ 

省 

エ 

ネ 

電力   

（使用量/売上高）           

92,306,781kWh/119,538 百万円 

772 kWh /百万円 

762 

kWh/百万円 

752 

kWh/百万円 

742 

kWh/百万円 

水道  

（使用量/売上高）            

449,655/119,538 百万円 

3.76m3/百万円 

3.66 

m3/百万円    

3.56 

m3/百万円   

3.46 

m3/百万円    

ガス  

（使用量/売上高）            

162,021 ㎥/119,538 百万円 

1.35m3/百万円 

1.30 

m3/百万円          

1.25 

m3/百万円          

1.20 

m3/百万円          

二酸化炭素排出量 

（排出量/売上高）    

45,920,795kg-CO2/119,53 百万円 

0.384ｔ-CO2/百万円 

0.380 

ｔ-CO2/百万円   

0.376 

ｔ-CO2/百万円   

0.372 

ｔ-CO2/百万円   

（2022 年度実績を基に、2023 年度以降 3 年間の目標を設定し、3 年後に目標数値、目標基準を見直す事とする。） 

※1 レジ袋有料化に伴い目標値の変更：2019 年度実績の+1％とする 

※2 電力の二酸化炭素排出係数 0.418ｋｇ-CO2/kWh 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 10 

■ ㈱KSP 神戸セントラルキッチンでの取組 

■事業所概要 

炊飯・米飯製品の製造および青果物加工を行うセンターとして 2018 年 10 月に稼働を開始。関西

スーパー各店舗への供給を行っている。 

 

■主な環境負荷の実績 

  2019 年度 2020 年度 2021 年度 

食品廃棄

物 

廃棄物としての処分量（焼却）(㎏)  195,590 ※1   225,790    255.300   

再生利用量（堆肥化）(㎏) 92,020 63,230 75.500 

省エネ・

省資源 

電力使用量（kWh） 1,040,443 1,070,188 1,149,212 

ガス使用量 (㎥) 250,449 259,766 279,120 

水使用量 (㎥) 28,595 26,691 37,148 

 ※1 2019 年度からは煮汁を廃棄物としての処分量に追加。 

 

■2021 年度の環境目標、取組み及び結果 

前年度の平均実績の 98％を目標値とする。数値は未だ安定はせず目標未達の項目が多い。 

項目 取組み内容 2021 年度 

目標値 

2021 年度 

結果（実績） 

 

判定 

2022 年度 

目標値 

食 品 廃

棄 物 削

減 

廃棄物として

の処分量（焼

却） 

適正な生産 221.274 ㎏ 255.300 ㎏  未達成 252,747 ㎏ 

再生利用量

（堆肥化） 

分別強化 61.965 ㎏ 75,500 ㎏ 達成 74,745kg 

省 エ

ネ・省資

源 

電力使用量 効率生産、無

駄な電力削

減、不要照明

消灯 

1,057,604kWh 1,149,212kWh 未達成 113,771,988 kWh 

ガス使用量 火力の効率化 254,570 ㎥ 279,120 ㎥ 未達成 276,328 ㎥ 

水使用量 不要な使用を

なくす 

25,177 ㎥ 37,148 ㎥ 未達成 30,836 ㎥ 

 

■2022 年度以降の環境目標（中長期） 

2021 年度から全店舗へ供給する体制となり、2021 年度の実績を基準に 2022 年度以降の目標を設

定いたしますが、生産量等増加が見込まれるため、次年度より目標値を前年実績値の 99％とする。 
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■緊急事態の想定及びその対策 

緊急事態の主なもの 

1.火災と地震への予防・対策   

毎年 2回 各店舗において消防・防災訓練を実施しています。 

原則として店舗は５月、10月に、本社は９月、３月に実施し、いずれかの回にて「防災」（地震・津波等）の

訓練を行ないます。 

 

2.食品の衛生管理 

食品衛生に関しては従業員にハンドブックを携帯させて、常に安心・安全な商品の提供に努めていま

す。衛生知識の習得をはじめ個人の衛生管理を徹底しています。 

バックヤード（作業場）は「クリンリネスチェック表」に基づいた定期的なクリンリネスを実施しています。生

鮮品の従事者は年 12回（毎月）の検便を実施しています。 

 

3.苦情・事故の対応 

 事故報告書のフォーマットに基づき各店舗より報告する体制を確立しています、些細な事項も渉外グル

ープに情報を集約し、適切な判断・処理・解決が出来るよう努めています。 

また、品質管理も、産地表示・品質表示等のチェック管理体制を整え、迅速に対応できるように務めて

います。 

環境関連法規への違反、訴訟等の有無法規への違反、訴訟等の有無 

主な適用法規 要求事項 判定 

大気汚染防止法 煤煙発生施設の設置届 適合 

下水道法 特定施設設置届 適合 

省エネ法 中期計画/実績報告の届出 適合 

地球温暖化対策の推進に関する法律 事業活動に関する計画等 適合 

食品リサイクル法 食品廃棄物の削減計画及び実績報告 適合 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 各市条例廃棄物処理基準の遵守及び報告 適合 

消防法 消防計画 適合 

容器包装リサイクル法 実績報告の届出 適合 

フロン排出抑制法 排出機器の点検記録、及び報告 適合 

 

（2）違反、訴訟等 

環境管理委員会、環境管理事務局、各担当の責任者に確認したところ、過去 3年間営業・業務活動の中

で違反および訴訟はありません。 

また、近隣住民や周辺企業等の外部からの苦情等もありません。 
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■エコアクション 21 内部監査 

 

 店名 実施日 判定 

①  金剛 1/12 A 

②  旭ヶ丘 1/12 A 

③  日下 1/19 A 

④ 河内長野 1/19 A 

⑤ 河内岩船 1/26 A 

⑥ 倉治 1/26 A 

⑦ 永和 2/2 A 

⑧ 萬崎菱木 2/2 A 

⑨ 奈良三条 2/9 A 

⑩ 南堀江 2/9 B 

⑪ 牧野 2/16 B 

⑫ しんかな 2/16 A 

⑬ 高石駅前 3/9 B 

⑮ 富田林駅前 3/9 A 

・2022年 1月から 3月まで第 4Ｇ店舗を巡回 

・各月 水曜日に 午前、午後 1店舗を目処にヒアリングと現地確認、意識調査を行なう 

 

・ 環境活動の確認、周知は概ねいきわたりつつあると感じます。 

・ 新任副店長には赴任時の教育機会を設けたく思います。 

・ 廃棄物リサイクル分別/リサイクル回収の行政、業者間の回収内容、依頼内容に大きく相違が発生し

ている 

・ 管理会社を通じ各店の状況の再確認と統一が必要  
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■代表者による全体の評価と見直し・指示記録                                        

代表者承認印 報告者印 

 

福谷 

 

 間 

 開催：毎年 5月予定  (2022年 9月 13日) 

環境管理責任者報告（総務グループ マネジャー   山口 潤一郎） 

ＮＯ 項目 報告内容 

1 環境目標の達成状況 数値は安定しています。 

2022年度よりの中長期目標設定にあたり、関係各所のヒアリ

ングを進めます。 

2 是正及び予防処置に関する情報 なし 

3 法規制等に関する情報 なし 

4 その他、必要な情報 なし 

 

 

代表者の指示事項（代表取締役社長  福谷 耕治） 

ＮＯ 項目 変更の必要性 指示内容 

あり なし 

1 環境方針  ●  

2 環境目標  ● 来期よりの中長期目標の設定 

3 環境経営システムのための

組織 

 ●  

4 その他、環境経営システム

に関する要素 

 ●  

 

 


